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チ類は宿主であるクモの行動を操作しクモの延長された
表現型である巣をさらにハチ自身の「延長された表現
型」として利用していること。これらはどれもインパク
トの大きい自然史研究の成果である。教員が敷いたレー
ルに沿った研究テーマでないので、紆余曲折、結果がで
るまですこぶる時間がかかっているが、じっくり地道に
集めたデータはターボのように後から良い成果に繋がる
ことがある。たとえば、Takasuka et al.（2015）は J. Exp. 
Biol.に掲載され、海外メディアのインタビューさえ受
けているのだ。
　私が本書を読みとくに心を動かされたのは、著者のど
こまでも前向きな開国感覚だ。まず、苦手な英語をどう
克服したか。高校時代は部活にかまけていて英語はさっ
ぱりだったというが、修士に入ってから英語の重要性を
知り、予備校の大学受験用の通信講座を有料で受講した
そうだ。英語がエスペラントになったアンフェアなこの
学問の世界にむけ我々がどう適応していくか、著者の考
えに深く同意する。これに関しては生態学会で時折みら
れる向きに似た斜に構える姿勢が著者には全くない。そ
してワイルドすぎるインドネシア旅行記。インドネシア
への誘いが就職を蹴り博士課程へ進学する決め手になっ
たが、入学するや梯子が外され、二転三転でやっと留学
が実現した。そこで始った現地学生との熱い交流。言葉
が全く通じないインドネシアでコミュニケーションする
努力。これらの経験が後に自分自身をどう成長させたか、
著者の前向きな姿勢には敬服する。これを契機に著者は
インドネシア語検定の資格までとっているのだ。
　実は本書評を書いている時点で著者はパーマネント職
に就いていない。心配なので、本書後の著者の将来展望
についても少し書いてみたい。共生や寄生は自然史研究
や農学分野では注目されやすい現象であるため、他の材
料系でも多くの研究成果が蓄積されており、独創性をさ
らに発揮するには工夫が必要だろう。人は気がつかなく
ても育った環境の影響を受ける。たとえば、著者のクモ

ヒメバチとの出会いも、著者が退屈だったという分類学
の教室での標本整理のときだった。分類学の大目的が、
生物多様性の全貌を網羅的に明らかにすることであると
して、しかし私はクモヒメバチ類の捕食戦略を全種で明
らかにすることを著者は今後の目標とすべきでないと思
う。それは定職についた後で時間があれば目指せばいい。
視点を変えれば別のゴールもあるだろう。たとえば、こ
の材料系でのエコゲノミクスや神経行動生理学的基盤に
関する研究は今展開が最も期待される方向性だろう。イ
ンドネシアで取り組んだ特定分類群の種多様性の緯度や
標高との関係を探るメタ群集生態学も現代的なテーマで
ある。こうしたテーマは個人プレーではなかなかできな
いが、著者は研究をはじめた当初からスキルを補い合え
る人とのチームプレーを実践しているので大丈夫だろ
う。
　学歴ロンダリングなどという言葉がアカデミア以外で
発言される残念な文化事情の我が国では、大学入学時の
学力が十分でなくても必要なスキルを後から習得し、い
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、それに対する評価はビジネスの世
界とノーベル賞を除けばまだ低いのかもしれない。残念
ながら「学閥」の影響が教員人事にもいまだ多少とも存
在するのは事実である。しかし、それ乗り越えるには愚
直で前向きな努力しかないように私は思う。プロの研究
の世界は結果・実績がすべてと信じ、いい論文を沢山書
くこと。そして自分のスキルを必要としてくれる職があ
れば世界のどこでもいく覚悟である。
　本書の読後の爽快感は、筆者のどこまでも折れない前
向きさにある。いつでも宿命の職種に出会える。勉強に
年は関係ない。不得意なことは努力で克服できる。いつ
でも成長できる。この原稿を書き始めたとき娘が見てい
たのはアニメ「アイカツ」の最終回。これも偶然でない。
著者にはアイカツの大空あかりみたいに、これからも前
向きにしぶとく邁進してほしい。
 （琉球大学農学部　辻　和希）
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